
【文字検索くん】各ファイルの各検索語のヒット数をまとめる方法
文字検索くん.xlsmのサンプルデータの結果に対して、ピボットテーブルを使用した場合の例を記載します。

ピボットテーブル自体の使い方についてはWeb上で「ピボットテーブル　使い方」などで検索して御覧ください。

手順１：まず、A列～E列までを選択してください。

手順２：メニューの「挿入」＞「ピボットグラフとピボットテーブル」をクリックしてください。

手順３：下記ウィンドウはそのままOKボタンを押下してください。

手順４：ピボットテーブルのフィールドは下図のような設定にすると、右下表のようになります。　（２行目はセルの書式設定にて文字の方向や位置を調整しています。）

各ファイルにどの文字列が何回ヒットしたのかが確認できます。　なお、この方法の場合、ある同じ行・セルに複数回同じ検索文字が存在しても１回とカウントします。


